
 

 

 

 

 

 

 

〇第１回（キックオフ）：１１月１３日（金）１５：３０～１７：００ 

「高知カツオ県民会議のこれからの活動について」 

登壇者：山崎道生会長、中田勝淑副会長、受田浩之会長代理（ファシリテーター） 

概要：コロナ禍において「高知カツオ県民会議」はどのように活動を進めていく

のか、県民会議のこれからの取組みについてご紹介していきます。併せて、今シ

ーズンのカツオの水揚げはどのように推移しているのか、さらに資源問題と共

に深刻さが増している漁業従事者の減少について現状を伺います。 

 

〇第２回：１１月２４日（火）１５：３０～１７：００ 

登壇者：水産庁 神谷崇次長、受田浩之会長代理（ファシリテーター） 

概要：水産庁はカツオ資源の現状をどのように見ているのか、科学的調査に基づ

いたカツオ資源の状況を伺うと共に、国際的な資源管理の場であるＷＣＰＦＣ

（中西部太平洋マグロ類委員会）における今後の見通しや、改正漁業法との関連

でお話を聞いていきます。 

 

〇第３回：令和３年１月２６日（火）１５：３０～１７：００ 

登壇者：株式会社高知新聞社 八田大輔記者、高知大学 次世代地域創造セン 

ター 大崎優講師、受田浩之会長代理（ファシリテーター） 

概要：統計データから見えてくる「カツオ」とは？カツオの経済的な効果とは？

高知大学 大崎氏からデータ分析の視点、高知新聞「カツオと生きていく」連載

の記者である㈱高知新聞 八田氏から、独自の取材を通じて見えてきたカツオ資

源について、鋭い切り口でお話しいただきます。データによるカツオの価値を炙

りだしていきます。 

 

 

 

 

 

参加費：無料 

委員限定 ・先着 100 名 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇第４回：２月２５日（木）１５：３０～１７：００ 

登壇者：味の素株式会社サステナビリティ推進部シニアマネージャー 太田史生

氏、山崎道生会長、受田浩之会長代理（ファシリテーター） 

概要：味の素㈱が東京海洋大学、水産資源研究所と共同で取組まれてきた「カツ

オ標識放流調査」についてお話しを伺います。日本における沿岸・近海カツオ漁

業と地域経済の持続性、カツオにかかわる食文化・技術を継承していく為に私達

が今やるべきことは何かを討論いたします。 

 

〇第５回：３月５日（金）１５：３０～１７：００ 

登壇者：高知県水産試験場 山下慶太郎主任研究員、中田勝淑副会長、受田浩之

会長代理（ファシリテーター） 

概要：国際水産資源研究所の調査船にも乗り込んだ経験を有し、高知県水産試験

場でカツオ調査を担当している山下氏に高知県沿岸、及び日本近海のカツオ資

源や 2020 年の漁況についてお聞きします。 

 

 

 

参加費：無料 

お問い合せ先：高知県カツオ県民会議事務局 市川・岡本 

Email::kssa@kochi-katsuo.com 

Tel:088-844-8554（高知大学次世代地域創造センター内） 

委員限定 ・先着 100 名 

tel:088-844-8554

